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研究成果の概要（和文）：軽度認知障害（MCI）は認知症の前段階とされており、認知症発症のリスクを有する
が、健常な状態へ回復する可能性も報告されている。本研究では、歯科医院で高齢者の口腔機能を管理すること
により、認知機能の低下を予防できるかどうかを検討した。高齢者52名の対象者のうち、2年間口腔機能の管理
を行えた35名を分析対象としたところ、健常な高齢者23名のうち1名がMCIになった。一方、MCI高齢者12名のう
ち8名は健常な状態に回復していた。2年間における舌圧の向上と咀嚼機能の回復は、認知機能テスト（MMSE）と
関連していた。咀嚼機能においては、血中のMCIバイオマーカーとも関連が認められた。

研究成果の概要（英文）：Mild cognitive impairment (MCI) is known as the preliminary phase of 
dementia. Patients with this condition are at a risk of developing dementia; however, they might 
also revert to normal. The aim of this study was to examine whether the management of oral functions
 in the dental clinic can prevent cognitive decline in the elderly.
The total number of participants in this study was 52, and data was collected from 35 participants 
after 2 years. They got a dental check-up regularly and received dental treatment as needed. For the
 assessment of cognitive decline, the MoCA-J, MMSE and MCI biomarker levels in the blood were used. 
Oral function was evaluated by tongue pressure and masticatory performance.
One out of 23 participants had MCI, and 8 out of 12 MCI participants reverted to normal conditions. 
Improvement in tongue pressure was associated with the MMSE score. Furthermore, improvement in the 
masticatory performance was associated with the MMSE score and MCI biomarker levels.

研究分野： 高齢者歯科学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　我が国では急速な高齢化により、認知症患者の増加が問題となっている。現在、認知症を治す絶対的な方法は
確立されていないため、発症を予防することが重要である。本研究では、認知症の前段階であるとされる軽度認
知障害および認知機能に問題のない高齢者を対象に2年間における口腔機能と認知機能の変化を調査した。
　定期的に口腔管理を行った35名の患者において、2年間における舌圧の低下および咀嚼機能の低下は、認知機
能低下と関連した。口腔機能を維持、向上させることで、認知機能の低下を予防できる可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 
 認知症高齢者の数は 2012 年の時点で全国に約 462 万人と推計されており、2025 年には 700 万
人に達すると予想されている。また、これに認知症の前段階である軽度認知障害（MCI）を加え
ると、その数は約 1,300 万人となり、65 歳以上の高齢者の 3 人に 1 人が認知症患者とその予備
軍になる。MCI 高齢者は、地域在住高齢者の 10-20%程度が該当すると推定されており、MCI を放
置すると認知機能低下が続き、5 年間で約 50％の人が認知症に移行する危険性があるとされて
いる。一方で、認知機能を重点的に使って機能の改善や維持を図ることで、MCI 高齢者の 30～
40%は健常な状態へと回復する可能性が高いことも報告されている。認知症高齢者における医療
費、介護費およびインフォーマルケアコスト（家族等が無償で実施するケアにかかる費用）の増
大を抑制するためにも、MCI 高齢者に焦点をあて、認知症の発症を予防することは重要であると
考えられる。 
 
 これまでの研究により、認知症のリスクファクターとして、年齢の他、喫煙やアルコール摂取
などの生活習慣および糖尿病や高血圧などの全身疾患など、様々な要因が報告されている。一方、
歯科の分野においては、重度の歯周炎を有する者
では認知機能の低下のリスクが高いことや、残存
歯数が少なく義歯未使用者では認知症の発症リ
スクが高い、ということが分かってきた。 
しかしながら、認知症発症の危険性が高い MCI

高齢者を対象とした研究は少なく、とりわけ MCI
高齢者における口腔機能が認知症の発症や認知
機能の変化にどのように影響を与えているか、そ
して、口腔機能の変化（回復や低下）が認知機能
の変化につながるのかを検討した研究はほとん
どない。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、MCI 高齢者における口腔内状況および口腔機能（舌圧、咀嚼機能、嚥下機能等）を

評価項目とし、口腔機能の変化が認知症発症の予防や認知機能の低下にどのような影響を与え
るのかを検討することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
  
 歯科外来通院中の 65歳以上の高齢者で、認知症を有しない者 58名の患者をリクルートし、研
究に同意が得られた 54名の患者を研究参加者とした。ベースライン時および 2年後のフォロー
アップ時に、下記のデータを取得した。 
 
 [取得した情報] 
年齢、性別、身長、体重、既往歴、現病歴、現在歯数、欠損歯数、義歯着用の有無 
咬合支持域、歯の動揺度 
歯周組織検査（Probing pocket depth、Clinical attachment depth、Bleeding On Probing） 
口腔機能検査結果（咀嚼能力、RSST、舌圧） 
質問紙調査結果（Type D personality、口腔保健行動、口腔関連 QOL、うつ度） 
認知機能スクリーニング検査結果（MoCA-J、MMSE） 

 血液検査による MCI リスク値 
（MCI バイオマーカー：apolipoprotein A1、complement C3、transthyretin） 

 
 以上の結果から、2 年間における認知機能の変化（MoCA-J、MMSE、MCI リスク値）と口腔機能
の変化の関連を調べた。なお、本研究では、MoCA-J によるスコアが 25以下かつ MCI リスク値が
0.5 以上の者を「認知機能低下群」と定義した。 
 
 
４．研究成果 
 
 52 名の研究対象者のうち、2 年間の追跡調査ができた者は 35 名であった（追跡率 67％）。ベ
ースラインにおける認知機能低下群は 17名（33％）であった。なお、全体の研究期間を通して、
認知症の者、認知症を発症した者はいなかった。本研究の対象者の流れを次頁に示す。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 認知機能低下者は、健常者と比較して、年齢が低く（P=0.016）、舌圧が低い傾向（P=0.017）
であった（下表）。一方で、既往歴（高血圧症、脂質異常症、糖尿病）、BMI、飲酒・喫煙習慣で
は、2群間に統計学的な有意差は認められなかった。 

 
 2 年間における口腔機能の変化では、健常者群、認知機能低下群ともに舌圧の変化は認められ
なかったが、咀嚼機能は両群ともに統計学的に有意に向上していた（P<0.05）（下表）。なお、二
元配置分散分析の結果、測定時期（ベ―スライン/フォローアップ）と認知機能（健常/認知機能
低下）に交互作用は認められなかった。 

 
 

図 本研究の流れ 
 
ベースラインでは、52名の対
象者であったが、他院へ通院
した者が 5 名、研究辞退者が
12 名おり、2 年間のフォロー
ができた対象者の人数は 35
名となった。なお、研究期間中
に、認知症を発症した者はい
なかった。 



 2 年間における口腔機能の変化量と認知機能の各評価項目の変化量の相関関係を調査したと
ころ、MMSE スコアの変化量は舌圧および咀嚼機能の変化量と正の相関を示した（P<0.05）。つな
わち、口腔機能が向上した者では認知機能が改善した。さらには、血中の MCI バイオマーカー測
定による MCI リスク値の上昇は、咀嚼機能の低下と関連していた（P<0.05）。一方で、ベースラ
イン時の検査結果から、将来の認知機能の低下を予測する因子は認められなかった。 
 
 本研究の成果による新たな知見をまとめる。 
 （１）認知機能低下群では、健常群と比較して舌圧が低下した。 
 （２）歯科医院で定期的な管理を受けていた者は、2 年後に咀嚼機能が向上した。 
 （３）認知機能に関する各検査の変化は、口腔機能の変化と関連していた。 
 
 これまでの口腔機能と認知機能に関する研究では、地域在住の高齢者を対象とした研究がほ
とんどであり、口腔機能の変化を詳細に記録した研究はなかった。また、血中の MCI バイオマー
カーによる認知機能の評価を行ったことはインパクトがある。上記の研究では、MMSE や MoCA-J
による評価を行っており、これらは複数回実施することで対象者が学習し、スコアに影響を与え
得る。一方で、MCI リスク値を算出することで、より信頼性のある関連が明らかになった。 
 
 本研究により、口腔機能を管理することで、認知機能の低下を予防できる可能性が示唆された。 
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